
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】余剰水が潜水器具内部から排除されることを可

能とする。

【解決手段】水中潜水器具用の弁機構４２は、管状体と

可撓性を有する弁５６とを含む。管状体は、口鼻マスク

３４に動作可能に接続され、連通用の側方開口５０を備

えている。可撓性を有する弁５６は、管状体の一端に装

着され、通常動作状態においては側方開口５０を閉鎖し

、緊急動作状態においては側方開口５０を連通させる。

閉鎖された側方開口５０は、通常動作状態において、口

鼻マスク３４から排ガスが漏れて潜水器具内部を汚染す

ることを防止する。連通した側方開口５０は、緊急動作

状態において、代替源４６からの空気が、口鼻マスク３

４によって覆われたユーザの口と鼻とに送達されること

を可能とする。連通した側方開口５０は、余剰水が潜水

器具内部から排除されることを可能とする。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 中 潜 水 器 具 用 の 弁 機 構 で あ っ て 、
　 前 記 潜 水 器 具 の 一 部 で あ る 口 鼻 マ ス ク に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 連 通 用 の 複 数 の 側 方 開 口
を 備 え た 管 状 体 と 、
　 前 記 管 状 体 の 一 端 に 装 着 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る 弁 と
を 含 み 、
　 前 記 可 撓 性 を 有 す る 弁 は 、 通 常 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 管 状 体 の 中 空 内 部 か ら 前 記 側 方
開 口 を 閉 鎖 す る こ と に よ り 、 排 ガ ス が 前 記 口 鼻 マ ス ク か ら 漏 れ て 前 記 潜 水 器 具 の 内 部 を 汚
染 す る こ と を 防 止 し 、 緊 急 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 側 方 開 口 を 連 通 さ せ る こ と に よ り 、 前
記 潜 水 器 具 内 の 空 気 が 前 記 口 鼻 マ ス ク に よ っ て 覆 わ れ た ユ ー ザ の 口 お よ び 鼻 に 送 達 さ れ る
と と も に 、 前 記 潜 水 器 具 内 に 貯 留 し た 余 剰 水 は 前 記 側 方 開 口 を 介 し て 外 部 へ 排 出 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 通 常 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 可 撓 性 を 有 す る 弁 は 、 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ を 介 す る 主 空 気 源
か ら 吸 気 さ れ る 間 、 閉 弁 状 態 に あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用
弁 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ は 、 当 該 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ か ら 流 体 を 排 出 さ せ る 第 １ の 一 方 向 弁
と 前 記 口 鼻 マ ス ク と の 間 に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 水
中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ お よ び 前 記 第 １ の 一 方 向 弁 は 、 前 記 ユ ー ザ に と っ て の 主 排 ガ ス 経
路 を 画 定 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 管 状 体 は 、 前 記 口 鼻 マ ス ク か ら 流 体 を 排 出 さ せ る 第 ２ の 一 方 向 弁 と 前 記 口 鼻 マ ス ク
と の 間 に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機
構 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 管 状 体 の 中 空 内 部 お よ び 前 記 第 ２ の 一 方 向 弁 は 、 ユ ー ザ に と っ て の 補 助 排 ガ ス 経 路
を 画 定 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 主 排 ガ ス 経 路 お よ び 補 助 排 ガ ス 経 路 は 、 ユ ー ザ の 呼 気 労 力 を 低 減 す る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ８ 】
　 緊 急 動 作 状 態 に お い て 、 代 替 空 気 供 給 源 か ら 吸 気 さ れ る 間 、 前 記 可 撓 性 を 有 す る 弁 は 開
弁 状 態 に あ り 、 前 記 潜 水 器 具 内 部 の 関 連 す る 圧 力 増 加 の た め に 、 前 記 供 給 さ れ た 代 替 空 気
が 前 記 可 撓 性 を 有 す る 弁 を 開 弁 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用
弁 機 構 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 潜 水 器 具 内 部 か ら の 代 替 空 気 は 、 前 記 側 方 開 口 を 介 し て 前 記 口 鼻 マ ス ク に 流 入 し 、
前 記 ユ ー ザ に 緊 急 空 気 供 給 経 路 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 水 中 潜 水
器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ は 、 デ マ ン ド 型 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 ２ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 可 撓 性 を 有 す る 弁 は 、 通 常 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 管 状 体 の 中 空 内 部 か ら 前 記 側 方
開 口 を 閉 鎖 す る よ う に 構 成 さ れ た 弾 性 管 状 体 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の
水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-216949 A 2007.8.30



【 請 求 項 １ ２ 】
　 緊 急 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 弾 性 管 状 体 は 、 流 入 す る 代 替 空 気 に よ っ て 前 記 管 状 体 の 中
空 内 部 の 前 記 側 方 開 口 か ら 離 れ る よ う に 屈 曲 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載
の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 水 中 潜 水 器 具 は 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 水 中
潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 水 中 潜 水 器 具 は 、 フ ル フ ェ イ ス マ ス ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 水 中 潜 水 器 具 は 、 自 給 式 水 中 呼 吸 装 置 （ Ｓ Ｃ Ｕ Ｂ Ａ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 水 中 潜 水 器 具 は 、 空 気 供 給 ホ ー ス を 介 し て 水 面 か ら 供 給 さ れ た 呼 吸 ガ ス を 受 け 取 る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 水 中 潜 水 器 具 用 の 弁 機 構 で あ っ て 、
　 前 記 水 中 潜 水 器 具 の 一 部 で あ る 口 鼻 マ ス ク と 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ と の 間 に 動 作 可 能 に 接 続
さ れ 、 連 通 用 の 環 状 配 列 さ れ た 内 側 開 口 を 備 え た リ ン グ 状 体 と 、
　 前 記 リ ン グ 状 体 内 に 装 着 す る よ う に 構 成 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る 弁 と
を 含 み 、
　 前 記 可 撓 性 を 有 す る 弁 は 、 通 常 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 リ ン グ 状 体 の 前 記 内 側 開 口 を 閉
鎖 す る こ と に よ り 、 排 ガ ス が 前 記 口 鼻 マ ス ク か ら 漏 れ て 前 記 潜 水 器 具 の 内 部 を 汚 染 す る こ
と を 防 止 し 、 緊 急 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 内 側 開 口 を 連 通 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 潜 水 器
具 内 の 空 気 が 前 記 口 鼻 マ ス ク に よ っ て 覆 わ れ た ユ ー ザ の 口 お よ び 鼻 に 送 達 さ れ る と と も に
、 前 記 潜 水 器 具 内 に 貯 留 し た 余 剰 水 は 前 記 内 側 開 口 を 介 し て 外 部 へ 排 出 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 通 常 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ と 前 記 リ ン グ 状 体 の 中 空 内 部 と を 介 す る
主 空 気 源 か ら 吸 気 さ れ る 間 、 前 記 可 撓 性 を 有 す る 弁 は 閉 弁 状 態 に あ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ ７ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ は 、 当 該 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ か ら 流 体 を 排 出 さ せ る 一 方 向 弁 に 動 作
可 能 に 接 続 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ 、 前 記 リ ン グ 状 体 の 前 記 中 空 内 部 お よ び 、 前 記 一 方 向 弁 は 、 前 記
ユ ー ザ に と っ て の 主 排 ガ ス 経 路 を 画 定 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 水 中 潜
水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 緊 急 動 作 状 態 に お い て 、 代 替 空 気 供 給 源 か ら 吸 気 さ れ る 間 、 前 記 可 撓 性 を 有 す る 弁 は 開
弁 状 態 に あ り 、 前 記 潜 水 器 具 内 部 の 関 連 す る 圧 力 増 加 の た め に 、 前 記 供 給 さ れ た 代 替 空 気
が 前 記 可 撓 性 を 有 す る 弁 を 開 弁 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具
用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 リ ン グ 状 体 は 、 当 該 リ ン グ 状 体 の 一 端 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 環 状 ス ロ ッ ト を 更 に 備
え 、 当 該 環 状 ス ロ ッ ト は 前 記 内 側 開 口 の 底 面 へ の 通 路 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 ２ ０ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 潜 水 器 具 内 部 か ら の 代 替 空 気 は 、 前 記 環 状 ス ロ ッ ト と 前 記 内 側 開 口 と を 介 し て 前 記

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-216949 A 2007.8.30



口 鼻 マ ス ク に 流 入 し 、 前 記 ユ ー ザ に 緊 急 空 気 供 給 経 路 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 ２ ２ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ は 、 デ マ ン ド 型 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ ７ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 可 撓 性 を 有 す る 弁 は 、 通 常 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 リ ン グ 状 体 の 前 記 内 側 開 口 を 閉
鎖 す る よ う に 構 成 さ れ た 平 ワ ッ シ ャ 状 体 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 水
中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 緊 急 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 平 ワ ッ シ ャ 状 体 は 、 流 入 す る 代 替 空 気 に よ っ て 前 記 リ ン グ
状 体 の 前 記 内 側 開 口 か ら 離 れ る よ う に 屈 曲 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の
水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 可 撓 性 を 有 す る 弁 は 、 前 記 リ ン グ 状 体 内 に 装 着 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 管 状 部 材 を
更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 リ ン グ 状 体 は 、 レ ギ ュ レ ー タ マ ウ ン ト ナ ッ ト 機 能 を 統 合 的 に 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 水 中 潜 水 器 具 は 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 水
中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 水 中 潜 水 器 具 は 、 フ ル フ ェ イ ス マ ス ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載
の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 水 中 潜 水 器 具 は 、 自 給 式 水 中 呼 吸 装 置 （ Ｓ Ｃ Ｕ Ｂ Ａ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ ７ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 水 中 潜 水 器 具 は 、 空 気 供 給 ホ ー ス を 介 し て 水 面 か ら 供 給 さ れ た 呼 吸 ガ ス を 受 け 取 る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 管 状 体 は 剛 体 材 料 で 作 ら れ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用
弁 機 構 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 リ ン グ 状 体 は 剛 体 材 料 で 作 ら れ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 水 中 潜 水
器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 可 撓 性 を 有 す る 弁 は 弾 性 材 料 で 作 ら れ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 水 中
潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 可 撓 性 を 有 す る 弁 は 弾 性 材 料 で 作 ら れ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 水
中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 環 状 ス ロ ッ ト 、 前 記 連 通 し た 内 側 開 口 お よ び 、 前 記 一 方 向 弁 は 、 前 記 ユ ー ザ に と っ
て の 余 剰 水 排 出 経 路 を 画 定 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁
機 構 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 水 中 潜 水 器 具 用 の 弁 機 構 で あ っ て 、
　 前 記 潜 水 器 具 の 一 部 で あ る 口 鼻 マ ス ク と 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ と の 間 に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ
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た 管 状 弁 組 立 体 と 、
　 通 常 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 潜 水 器 具 内 の 排 ガ ス レ ベ ル を 制 御 す る 手 段 と 、
　 緊 急 動 作 状 態 に お い て 、 呼 吸 ガ ス 代 替 源 を ユ ー ザ に 提 供 す る 手 段 と 、
　 前 記 呼 吸 ガ ス 代 替 源 が 前 記 ユ ー ザ に よ っ て 作 動 さ れ て い る と き に 、 前 記 潜 水 器 具 に 貯 留
し た 余 剰 水 を 排 除 す る 手 段 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 第 １ の 一 方 向 弁 と 前 記 第 ２ の 一 方 向 弁 と が き の こ 弁 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 ６ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 一 方 向 弁 は き の こ 弁 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 水 中 潜 水 器 具 用
弁 機 構 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 水 中 潜 水 器 具 用 の 弁 機 構 で あ っ て 、
　 前 記 潜 水 器 具 の 一 部 で あ る 口 鼻 マ ス ク と 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ と の 間 に 動 作 可 能 に 統 合 さ れ
た リ ン グ 状 弁 組 立 体 と 、
　 通 常 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 潜 水 器 具 内 の 排 ガ ス レ ベ ル を 制 御 す る 手 段 と 、
　 緊 急 動 作 状 態 に お い て 、 呼 吸 ガ ス 代 替 源 を ユ ー ザ に 提 供 す る 手 段 と 、
　 前 記 呼 吸 ガ ス 代 替 源 が 前 記 ユ ー ザ に よ っ て 作 動 さ れ て い る と き に 、 前 記 潜 水 器 具 に 貯 留
し た 余 剰 水 を 排 除 す る 手 段 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 水 中 潜 水 器 具 用 弁 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 発 明 は 水 中 潜 水 器 具 用 の 弁 機 構 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 水 中 潜 水 器 具 は 、 ホ ー ス を 介 し て 自 給 式 水 中 呼 吸 装 置 （ Ｓ Ｃ Ｕ Ｂ Ａ ） の 空 気 タ ン
ク に 接 続 さ れ 、 ま た は 水 面 か ら 空 気 を 供 給 す る 空 気 供 給 ホ ー ス に 接 続 さ れ た 呼 吸 レ ギ ュ レ
ー タ を 含 ん で い る 。 水 中 潜 水 器 具 は 、 フ ル フ ェ イ ス マ ス ク 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト 、 Ｓ Ｃ Ｕ Ｂ Ａ
、 そ の 他 を 含 む 様 々 な 構 成 に 発 展 し て い る 。 多 種 多 様 な 水 中 潜 水 ヘ ル メ ッ ト お よ び フ ル フ
ェ イ ス マ ス ク が 永 年 に 渡 っ て 使 用 さ れ て い る 。 当 初 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト は 、 観 察 窓 を 備 え 、
水 面 か ら ダ イ バ ー に 空 気 を 供 給 す る 空 気 供 給 ホ ー ス が 接 続 さ れ た 、 バ ケ ツ を 逆 さ に し た よ
う な 基 本 的 構 成 を し て い た 。 時 の 経 過 と と も に 、 こ れ ら ヘ ル メ ッ ト は よ り 進 歩 し 、 潜 水 を
良 く 理 解 す る た め の 物 理 学 的 対 象 と な っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 の 潜 水 ヘ ル メ ッ ト は 、 ド ラ イ ス ー ツ に 接 続 可 能 で あ る こ と や 、 水 を 排 除 し て ヘ ル メ
ッ ト 内 部 を 略 い つ で も ド ラ イ に 保 つ た め に ネ ッ ク ダ ム を 包 含 す る こ と 等 、 特 徴 に お い て 様
々 な 方 向 に 改 良 さ れ て い る 。 ２ ～ ３ 例 を 挙 げ る と 、 新 し い 呼 吸 機 構 は 、 緊 急 用 ま た は 代 替
用 空 気 源 を 含 む よ う に 設 計 さ れ 、 電 子 通 信 が 付 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 よ り 古 い 潜 水 ヘ ル メ ッ ト （ 一 般 に ” 重 装 備 ” と し て 知 ら れ る ） の １ 問 題 点 は 、 ダ イ バ ー
に よ っ て 吐 き 出 さ れ る Ｃ Ｏ ２ が ヘ ル メ ッ ト 内 で 増 加 し て ダ イ バ ー に 潜 在 的 な 危 険 状 態 を 引
き 起 こ す こ と で あ る 。 空 気 の 消 費 は 別 の 懸 念 で あ る 。 こ れ ら ” 重 装 備 ” な 潜 水 ヘ ル メ ッ ト
は 、 基 本 的 に フ リ ー フ ロ ー ヘ ル メ ッ ト で あ り 、 す な わ ち 、 空 気 が 絶 え ず ヘ ル メ ッ ト に 流 れ
、 Ｃ Ｏ ２ を ヘ ル メ ッ ト か ら 排 出 す る 。 こ の よ う な タ イ プ の ヘ ル メ ッ ト で は 、 非 常 に 高 い 空
気 流 量 が 必 要 と さ れ 、 安 全 な Ｃ Ｏ ２ レ ベ ル を 維 持 す る た め に 多 量 の 空 気 を 消 費 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 近 年 の 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ま た は フ ル フ ェ イ ス マ ス ク で は 、 一 般 に 口 鼻 マ ス ク （ oral nasal
 mask） と し て 知 ら れ る マ ス ク を 使 用 す る こ と に よ り 、 こ れ ら の 問 題 が 解 消 さ れ て い る 。
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口 鼻 マ ス ク は 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ま た は フ ル フ ェ イ ス マ ス ク 内 部 に 装 備 さ れ 、 ダ イ バ ー の 鼻
と 口 と を 覆 っ て ダ イ バ ー の 顔 に 対 し て 密 閉 す る 比 較 的 小 さ な ゴ ム 製 マ ス ク で あ る 。 口 鼻 マ
ス ク の 目 的 は 、 ヘ ル メ ッ ト ま た は フ ル フ ェ イ ス マ ス ク か ら 出 る 排 ガ ス の 流 れ を 作 っ て 、 ヘ
ル メ ッ ト ま た は フ ル フ ェ イ ス マ ス ク 内 の Ｃ Ｏ ２ レ ベ ル を 最 小 限 に 維 持 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 今 日 で は 、 空 気 を 節 約 す る た め に 、 ほ と ん ど の 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ま た は フ ル フ ェ イ ス マ ス
ク は デ マ ン ド タ イ プ と 呼 ば れ る レ ギ ュ レ ー タ を 使 用 し て い る 。 こ れ は Ｓ Ｃ Ｕ Ｂ Ａ ダ イ ビ ン
グ レ ギ ュ レ ー タ に 似 た 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ で あ り 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ま た は フ ル フ ェ イ ス マ ス
ク に 装 着 可 能 で あ る 。 デ マ ン ド タ イ プ の レ ギ ュ レ ー タ は 、 呼 吸 ご と に 内 側 に 倒 れ る ゴ ム 製
の ダ イ ア フ ラ ム を 有 し て お り 、 こ の ダ イ ア フ ラ ム は 要 求 に よ っ て ダ イ バ ー に 空 気 を 供 給 す
る 小 さ な 弁 を 開 弁 す る 。 こ の 小 さ な 弁 は 、 ダ イ バ ー が 呼 気 し て い る と き ま た は 呼 吸 を 止 め
て い る と き に 、 弁 を 閉 め る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 ダ イ バ ー に よ っ て 消 費 さ れ る 空 気 量 を
節 約 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 口 鼻 マ ス ク 自 体 が 進 化 を 遂 げ て い る 。 口 鼻 マ ス ク が 最 初 に 使 用 さ れ た と き 、 多 く の マ ス
ク は マ ス ク の 底 部 領 域 に １ つ ま た は ２ つ 以 上 の 開 口 を 有 し て お り 、 こ れ が ヘ ル メ ッ ト ま た
は フ ル フ ェ イ ス マ ス ク に 浸 入 し た 水 を 口 鼻 マ ス ク 内 部 へ 通 過 さ せ 、 最 終 的 に 呼 吸 レ ギ ュ レ
ー タ の 排 出 口 か ら こ の 水 を 排 出 し て い た 。 こ れ に 関 し て 、 図 １ は 、 ユ ー ザ １ ４ の 口 と 鼻 と
を 覆 う 従 来 の 口 鼻 マ ス ク １ ２ の 底 部 領 域 の 開 口 １ ０ を 図 示 し て い る 。 口 鼻 マ ス ク １ ２ は 潜
水 ヘ ル メ ッ ト １ ６ 内 に 配 置 さ れ 、 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ １ ８ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 ヘ
ル メ ッ ト 水 は 開 口 １ ０ お よ び 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ １ ８ の 排 出 口 を 介 し て 排 出 さ れ る 。 ヘ ル メ
ッ ト 水 は 、 ヘ ル メ ッ ト の 底 部 分 に 貯 留 し た 余 剰 水 で あ る 。 こ の よ う な 開 口 を 提 供 す る こ と
は 、 口 鼻 マ ス ク の 底 部 に 残 存 す る 水 が 少 量 の 場 合 に の み 有 効 で あ る こ と は 、 後 に な っ て 分
か っ た 。 こ の 残 存 し た 水 は 、 排 ガ ス が 開 口 を 介 し て 口 鼻 マ ス ク か ら 抜 け る こ と を 妨 げ 、 呼
気 の 間 に 潜 水 ヘ ル メ ッ ト 内 部 を 汚 染 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 現 在 最 も 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 他 の 口 鼻 マ ス ク の 構 成 は 、 口 鼻 マ ス ク の 上 部 に 装 備 さ
れ た ゴ ム 製 の き の こ 型 弁 を 有 す る も の で あ る 。 き の こ 弁 は 、 き の こ の 形 状 に 似 た ダ イ ア フ
ラ ム を 有 す る 一 方 向 弁 で あ る 。 口 鼻 マ ス ク の 上 部 に あ る き の こ 弁 は 、 空 気 が ヘ ル メ ッ ト 内
部 か ら 口 鼻 マ ス ク 内 部 へ 流 入 で き る よ う な 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。 口 鼻 マ ス ク ２ ２ の 上 部
内 に 配 置 さ れ た ゴ ム 製 の き の こ 弁 ２ ０ の 例 を 、 図 ２ に 図 示 す 。 口 鼻 マ ス ク ２ ２ は ユ ー ザ ２
４ の 口 と 鼻 と を 覆 っ て い る 。 口 鼻 マ ス ク ２ ２ は 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ２ ６ 内 に 配 置 さ れ 、 呼 吸
レ ギ ュ レ ー タ ２ ８ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 ヘ ル メ ッ ト 水 は 、 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ ２ ８
の 排 出 口 を バ イ パ ス す る 追 加 の ゴ ム 製 の き の こ 弁 ３ ０ を 介 し て 排 出 さ れ る 。 ゴ ム 製 の き の
こ 弁 ３ ０ は 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ２ ６ （ 図 ２ ） の 下 位 部 に 備 わ っ て い る 。 ヘ ル メ ッ ト 水 は 、 図 ２
の 水 排 出 経 路 ３ ２ の 矢 印 で 示 さ れ る よ う に 、 き の こ 弁 ３ ０ を 介 し て 周 囲 の 水 に 直 接 排 出 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ほ と ん ど の ヘ ル メ ッ ト お よ び フ ル フ ェ イ ス マ ス ク に は 現 在 、 緊 急 用 ま た は 代 替 用 の 空 気
源 が 備 え ら れ て お り 、 こ の 空 気 源 は 通 常 ダ イ バ ー に よ っ て 制 御 さ れ 、 ヘ ル メ ッ ト ま た は フ
ル フ ェ イ ス マ ス ク の 一 方 の 側 部 ま た は ダ イ バ ー の ハ ー ネ ス に 装 着 さ れ た 弁 を 作 動 さ せ る 。
適 切 に 使 用 さ れ た 場 合 、 例 え ば 図 １ ， 図 ２ を 参 照 す る よ う に 、 代 替 空 気 は ヘ ル メ ッ ト ま た
は フ ル フ ェ イ ス マ ス ク の 側 部 に 流 入 す る 。 例 え ば 図 ２ で は 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ２ ６ 内 の 代 替
空 気 は ゴ ム 製 の き の こ 弁 ２ ０ を 介 し て 口 鼻 マ ス ク ２ ２ に 流 入 す る 。 流 入 し た 潜 水 ヘ ル メ ッ
ト ２ ６ 内 の 代 替 空 気 は 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ２ ６ 内 部 に 貯 留 し た 余 剰 水 を 、 き の こ 弁 ３ ０ を 介
し て 周 囲 の 水 へ と 排 出 す る （ 図 ２ ） 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ に 開 示 す る 最 良 の 実 施 形 態 は 、 概 し て 水 中 潜 水 器 具 用 の 弁 機 構 で あ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 態 様 に よ れ ば 、 弁 機 構 は 、 連 通 用 の 複 数 の 側 方 開 口 を 備 え た 管 状 体 を 含
ん で い る 。 管 状 体 は 、 潜 水 器 具 の 一 部 で あ る 口 鼻 マ ス ク に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 ま
た 弁 機 構 は 、 管 状 体 の 一 端 に 装 着 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る 弁 を 含 ん で い る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 装 着 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る 弁 は 、 通 常 動 作 状 態 に お い て 管 状 体 の 中 空 内 部 か ら 側 方 開 口
を 閉 鎖 し 、 緊 急 動 作 状 態 に お い て 側 方 開 口 を 連 通 さ せ る よ う に な っ て い る 。 通 常 動 作 状 態
に お い て 、 閉 鎖 さ れ た 側 方 開 口 は 、 排 ガ ス が 口 鼻 マ ス ク か ら 抜 け て 潜 水 器 具 の 内 部 を 汚 染
す る こ と を 妨 げ る 。 緊 急 動 作 状 態 に お い て 、 連 通 し た 側 方 開 口 は 、 潜 水 器 具 内 の 空 気 が 口
鼻 マ ス ク に よ っ て 覆 わ れ た ユ ー ザ の 口 と 鼻 と に 送 達 さ れ る こ と を 可 能 と す る 。 潜 水 基 器 具
に 貯 留 し た 余 剰 水 は 、 連 通 し た 側 方 開 口 を 介 し て 外 部 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 に よ れ ば 、 弁 機 構 は 、 連 通 用 の 環 状 配 列 さ れ た 内 側 開 口 を 備 え た
リ ン グ 状 体 を 含 む 。 リ ン グ 状 体 は 、 口 鼻 マ ス ク と 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ と の 間 に 動 作 可 能 に 接
続 さ れ て い る 。 口 鼻 マ ス ク お よ び 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ は 、 潜 水 器 具 の 一 部 で あ る 。 ま た 弁 機
構 は 、 リ ン グ 状 体 内 に 装 着 す る よ う に 構 成 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る 弁 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 装 着 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る 弁 は 、 通 常 動 作 状 態 に お い て 環 状 配 列 さ れ た 内 側 開 口 を 閉 鎖
し 、 緊 急 動 作 状 態 に お い て 環 状 配 列 さ れ た 内 側 開 口 を 連 通 さ せ る よ う に さ れ て い る 。 通 常
運 転 状 態 に お い て 、 閉 鎖 さ れ た 内 側 開 口 は 、 排 ガ ス が 口 鼻 マ ス ク か ら 抜 け て 潜 水 器 具 の 開
部 を 汚 染 す る こ と を 妨 げ る 。 緊 急 動 作 状 態 に お い て 、 さ れ さ れ た 内 側 開 口 は 、 潜 水 器 具 内
の 空 気 が 口 鼻 マ ス ク に よ っ て 覆 わ れ た ユ ー ザ の 口 と 鼻 と に 送 達 さ れ る こ と を 可 能 と す る 。
潜 水 器 具 内 に 貯 留 し た 余 剰 水 は 、 連 通 し た 内 側 開 口 を 介 し て 外 部 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 態 様 に よ れ ば 、 弁 機 構 は 、 口 鼻 マ ス ク と 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ と の 間
に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 管 状 弁 組 立 体 を 含 む 。 口 鼻 マ ス ク お よ び 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ は 、 潜
水 器 具 の 一 部 で あ る 。 ま た 弁 機 構 は 、 通 常 動 作 状 態 に お い て 潜 水 器 具 内 の 排 ガ ス レ ベ ル を
制 御 す る 手 段 と 、 緊 急 動 作 状 態 に お い て 呼 吸 ガ ス の 代 替 源 を ユ ー ザ に 提 供 す る 手 段 と を 含
む 。 弁 機 構 は 、 呼 吸 ガ ス の 代 替 源 が ユ ー ザ に よ っ て 作 動 さ れ て い る と き に 、 潜 水 器 具 に 貯
留 し た 余 剰 水 を 排 除 す る 手 段 を 更 に 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 更 に 異 な る 実 施 態 様 に よ れ ば 、 弁 機 構 は 、 口 鼻 マ ス ク と 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ と の
間 に 動 作 可 能 に 統 合 さ れ た リ ン グ 状 弁 組 立 体 を 含 む 。 口 鼻 マ ス ク お よ び 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ
は 、 潜 水 器 具 の 一 部 で あ る 。 弁 機 構 は 、 通 常 動 作 状 態 に お い て 潜 水 器 具 内 の 排 ガ ス レ ベ ル
を 制 御 す る 手 段 と 、 緊 急 動 作 状 態 に お い て 呼 吸 ガ ス の 代 替 源 を ユ ー ザ に 提 供 す る 手 段 と を
含 む 。 ま た 弁 機 構 は 、 呼 吸 ガ ス の 代 替 源 が ユ ー ザ に よ っ て 作 動 さ れ て い る と き に 、 潜 水 器
具 に 貯 留 し た 余 剰 水 を 排 除 す る 手 段 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の こ れ ら 実 施 態 様 お よ び そ の 他 の 実 施 態 様 は 、 付 属 の 図 面 お よ び 後 続 す る 本 発 明
の 発 明 を す る た め の 最 良 の 形 態 を 参 照 す る こ と に よ り 明 ら か に な ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 付 属 の 図 面 に 関 連 し て 以 下 に 示 す 詳 細 な 説 明 は 、 最 良 の 実 施 形 態 の 説 明 を 意 図 す る も の
で あ っ て 、 最 良 の 実 施 形 態 が 構 成 さ れ 、 あ る い は 利 用 さ れ る 形 状 の み を 表 す こ と を 意 図 す
る も の で は な い 。 以 下 の 説 明 は 、 機 能 と 、 図 示 し た 実 施 形 態 に 関 連 し て 最 良 の 実 施 形 態 を
構 成 し 、 実 施 す る 連 続 的 過 程 と を 説 明 す る も の で あ る 。 し か し な が ら 、 同 等 ま た は 均 等 な
機 能 お よ び 順 序 が 異 な る 実 施 形 態 に よ っ て 実 施 さ れ て も よ く 、 こ れ ら が 本 発 明 の 思 想 お よ
び 範 囲 に 包 含 さ れ る こ と も 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 図 ３ ～ 図 １ ３ 全 般 に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の あ る 実 施 形 態 を 、 水 中 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ま
た は フ ル フ ェ イ ス マ ス ク に 適 用 し た 弁 機 構 に 関 し て 詳 細 に 記 す 。 本 発 明 の 追 加 実 施 形 態 、
特 徴 お よ び 効 果 は 、 後 続 の 説 明 か ら 明 ら か に な り 、 あ る い は 本 発 明 を 実 施 す る こ と に よ っ
て 理 解 さ れ よ う 。 図 面 に お い て は 、 縮 尺 は 統 制 さ れ た も の で は な く 、 図 お よ び 説 明 を 通 し
て 、 同 じ 特 徴 の も の に は 同 じ 数 字 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ３ ６ 内 に 配 置 さ れ 、 デ マ ン ド タ イ プ の 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ ３ ８ に
動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 口 鼻 マ ス ク ３ ４ の 断 面 図 で あ る 。 口 鼻 マ ス ク ３ ４ は 、 ユ ー ザ ４ ０ の
口 と 鼻 と を 覆 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。 口 鼻 マ ス ク ３ ４ は 、 天 然 ゴ ム お よ び ／ ま た は 合 成
ゴ ム の よ う な 弾 性 材 料 で で き て い る 。 口 鼻 マ ス ク ３ ４ は 、 マ イ ク ロ ホ ン を 装 着 す る よ う に
さ れ た 側 部 開 口 ３ ５ （ 図 ６ ） を 含 み 、 標 準 的 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ マ ウ ン ト 用 ナ ッ ト ３ ７ （ 図
６ ） を 収 容 す る よ う に さ れ た 前 方 開 口 ３ ９ （ 図 ６ ） を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ ３ ８ （ 図 ３ ～ 図 ５ ） は 、 ナ ッ ト ３ ７ を 介 し て 一 端 が 口 鼻 マ ス ク ３ ４ へ
装 着 す る よ う に さ れ た レ ギ ュ レ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ １ （ 図 ６ ） を 含 む 。 レ ギ ュ レ ー タ ハ ウ ジ
ン グ ４ １ は 、 ゴ ム 製 の き の こ 弁 ４ ４ （ 図 ３ ～ 図 ６ ） を 受 容 す る よ う に さ れ て お り 、 き の こ
弁 ４ ４ は 、 ユ ー ザ ４ ０ か ら の 排 ガ ス が 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ ３ ８ か ら 排 出 さ れ る よ う に 方 向 付
け ら れ て お り 、 主 排 ガ ス 経 路 ４ ３ （ 図 ３ ， 図 ４ ） を 画 定 し て い る 。 レ ギ ュ レ ー タ ハ ウ ジ ン
グ ４ １ は 、 標 準 的 ダ イ ア フ ラ ム ４ ５ （ 図 ６ ） も 受 容 す る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ヘ ル メ ッ ト 水 は 、 主 排 ガ ス 経 路 ４ ３ を バ イ パ ス す る 、 弁 機 構 ４ ２ （ 図 ３ ～ 図 ８ ） と き の
こ 弁 ４ ７ （ 図 ３ ～ 図 ６ ） と を 介 し て 排 出 さ れ る 。 水 排 出 経 路 は 、 図 ３ お よ び 図 ５ に お い て
余 剰 水 排 出 経 路 ４ ９ の 矢 印 に よ っ て 概 略 的 に 示 さ れ て い る 。 き の こ 弁 ４ ７ は 、 弁 機 構 ４ ２
よ り 下 流 側 へ 装 着 さ れ て お り 、 ヘ ル メ ッ ト 水 お よ び 排 ガ ス が 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ３ ６ か ら 周 囲
の 水 （ 図 ３ ） へ 排 出 さ れ る 向 き に さ れ て い る 。 補 助 排 ガ ス 経 路 ５ １ （ 図 ３ ， 図 ４ ） は 、 弁
機 構 ４ ２ と き の こ 弁 ４ ７ と に よ っ て 画 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 最 良 の 実 施 形 態 に よ る と 、 弁 機 構 ４ ２ （ 図 ３ ～ 図 ８ ） は 、 金 属 、 プ ラ ス チ ッ ク
等 の よ う な 剛 体 材 料 か ら 作 ら れ た 概 ね 管 状 を 呈 す る 管 状 体 ４ ８ （ 図 ６ ） に よ り 構 成 さ れ る
。 剛 体 の 管 状 体 ４ ８ は 複 数 の 側 方 開 口 ５ ０ （ 図 ６ ～ 図 ８ ） を 備 え て お り 、 こ れ ら は 、 緊 急
動 作 お よ び ヘ ル メ ッ ト 水 排 出 動 作 の 間 、 ポ ー ト （ 代 替 源 ） ４ ６ （ 図 ３ ， 図 ５ ， 図 ６ ） か ら
の 空 気 が （ 口 鼻 マ ス ク ３ ４ に よ っ て 覆 わ れ た ） ユ ー ザ の 口 と 鼻 と に 送 達 さ れ 得 る よ う に さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 管 状 体 ４ ８ は 前 方 端 部 ５ ２ （ 図 ６ ） に 、 可 撓 性 を 有 す る 弁 ５ ６ （ 図 ６ ） を 装 着 す る よ う
に さ れ た 環 状 且 つ 外 側 へ 突 出 す る リ ッ プ ５ ４ （ 図 ６ ） を 備 え て い る 。 こ こ で 、 ” 外 側 へ 突
出 す る ” と は 、 一 般 的 に 剛 体 の 管 状 体 ４ ８ の 中 空 内 部 か ら 突 設 さ れ た も の と 定 義 さ れ る 。
剛 体 の 管 状 体 ４ ８ は ま た 、 外 側 へ 突 出 す る リ ッ プ ５ ４ （ 図 ６ ） と 側 方 開 口 ５ ０ （ 図 ６ ～ 図
８ ） と の 間 に 配 置 さ れ る 環 状 溝 ５ ５ （ 図 ６ ～ 図 ８ ） を 備 え て い る 。 環 状 溝 ５ ５ は 、 環 状 溝
５ ５ に 適 合 す る よ う に そ の 底 部 ５ ７ で 開 口 す る 口 鼻 マ ス ク ３ ４ に 装 着 す る と と も に こ れ を
密 閉 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 管 状 体 ４ ８ は 、 後 方 端 部 ５ ３ に 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ３ ６ の 内 面 に 装 着 す る よ う に さ れ た 一
体 型 環 状 フ ラ ン ジ ６ ２ （ 図 ６ ～ 図 ８ ） を 備 え て い る 。 一 実 施 形 態 で は 、 一 体 型 環 状 フ ラ ン
ジ ６ ２ は 、 ね じ が 切 ら れ 、 フ ル フ ェ イ ス マ ス ク シ ェ ル の ヘ ル メ ッ ト の 内 表 面 に 密 閉 さ れ る
。 本 発 明 の 範 囲 お よ び 思 想 か ら 逸 脱 し な い も の で あ れ ば 、 ヘ ル メ ッ ト ま た は フ ル フ ェ イ ス
マ ス ク シ ェ ル に 管 状 体 ４ ８ を 装 着 す る た め に 他 の 手 段 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 可 撓 性 を 有 す る 弁 ５ ６ は 、 剛 体 の 管 状 体 ４ ８ の 外 側 へ 突 出 す る リ ッ プ ５ ４ （ 図 ６ ） に 確
実 に 装 着 す る よ う に 構 成 さ れ た 環 状 上 部 ５ ８ （ 図 ６ ～ 図 ８ ） を 有 す る 。 可 撓 性 を 有 す る 弁
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５ ６ は ま た 、 管 状 体 ４ ８ の 内 表 面 に 対 し て 適 合 し 、 且 つ 密 閉 す る よ う に 構 成 さ れ 、 内 側 か
ら 側 方 開 口 ５ ０ （ 図 ６ ～ 図 ８ ） を 完 全 に 覆 う 管 状 体 ６ ０ （ 図 ６ ～ 図 ８ ） を 有 す る 。 弁 で あ
る 管 状 体 ６ ０ は 、 図 ６ ～ 図 ８ に 概 し て 示 す よ う に 、 環 状 上 部 ５ ８ の 下 方 に 配 置 さ れ る 。 可
撓 性 を 有 す る 弁 ５ ６ は 、 弾 天 然 ゴ ム お よ び ／ ま た は 合 成 ゴ ム の よ う な 弾 性 材 料 で で き て い
て よ い 。 本 発 明 の 一 般 的 原 理 に よ れ ば 、 弾 性 材 料 は 弁 と し て の 使 用 に 適 し て い る 。 本 発 明
の 目 的 か ら 外 れ な い 限 り 、 他 の 弁 材 ま た は こ の よ う な 材 料 の 組 み 合 わ せ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 通 常 動 作 状 態 で は 、 ユ ー ザ ４ ０ は 、 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ ３ ８ （ 図 ３ ） を 介 し て 主 空 気 供 給
源 か ら 吸 気 し 、 可 撓 性 を 有 す る 弁 ５ ６ が 閉 弁 さ れ る こ と に よ り 、 ユ ー ザ ４ ０ か ら 排 気 さ れ
る Ｃ Ｏ ２ ガ ス が 口 鼻 マ ス ク ３ ４ か ら 抜 け 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ３ ６ 内 部 を 汚 染 す る こ と が 防 止
さ れ て い る 。 弾 性 の 管 状 体 ６ ０ が 内 側 か ら 側 方 開 口 ５ ０ を 完 全 に 覆 っ て （ 閉 鎖 し て ） い る
と き 、 可 撓 性 を 有 す る 弁 ５ ６ は 閉 弁 状 態 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 排 出 さ れ た Ｃ Ｏ ２ ガ ス は 、 主 排 ガ ス 経 路 ４ ３ （ 図 ３ ， 図 ４ ） を 介 す る ば か り で な く 、 剛
体 の 管 状 体 ４ ８ （ 図 ６ ） と き の こ 弁 ４ ７ （ 図 ３ ～ 図 ６ ） と を 通 る Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 経 路 を 含 む
補 助 排 ガ ス 経 路 ５ １ （ 図 ３ ， 図 ４ ） を も 介 し て 口 鼻 マ ス ク ３ ４ か ら 排 出 さ れ る 。 閉 弁 状 態
に あ る 可 撓 性 を 有 す る 弁 ５ ６ で は 、 剛 体 の 管 状 体 ４ ８ （ 図 ６ ） の 中 空 内 部 を 通 過 す る 、 口
鼻 マ ス ク ３ ４ か ら の 排 出 Ｃ Ｏ ２ が 、 図 ４ お よ び 図 ７ に 概 し て 示 す よ う に 、 弾 性 弁 で あ る 管
状 体 ６ ０ に よ っ て 内 側 を 完 全 に 覆 わ れ た （ 閉 鎖 さ れ た ） 側 方 開 口 ５ ０ を 介 し て 、 潜 水 ヘ ル
メ ッ ト ３ ６ 内 部 に 入 る こ と が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 通 常 動 作 状 態 に お い て 、 排 出 Ｃ Ｏ ２ の た め の ２ つ の （ 主 お よ び 補 助 ） 排 ガ ス 経 路 が あ る
こ と に よ っ て 、 ユ ー ザ ４ ０ の 呼 吸 の 排 出 労 力 が 低 減 さ れ 、 呼 吸 抵 抗 が 下 が っ て い る 。 当 業
者 で あ れ ば 、 ２ つ の （ 主 お よ び 補 助 ） 排 ガ ス 経 路 が １ つ の 共 通 の 排 ガ ス 経 路 と み な さ れ 、
こ の 場 合 、 補 助 部 分 は 主 排 ガ ス 経 路 の 拡 張 に 有 効 に 寄 与 す る こ と が 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 緊 急 動 作 お よ び ヘ ル メ ッ ト 水 排 出 動 作 の 場 合 、 ユ ー ザ ４ ０ は 、 代 替 空 気 供 給 源 か ら 空 気
を 得 る こ と が で き る 。 代 替 空 気 は 、 ポ ー ト （ 代 替 源 ） ４ ６ （ 図 ３ ， 図 ５ ， 図 ６ ） を 介 し て
潜 水 ヘ ル メ ッ ト ３ ６ に 流 入 す る 。 こ れ に 関 連 し て 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ３ ６ 内 部 の 圧 力 が 高 ま る
た め 、 流 入 し た 代 替 空 気 は 可 撓 性 を 有 す る 弁 ５ ６ を 開 弁 す る 。 特 に 、 弾 性 弁 で あ る 管 状 体
６ ０ は 、 図 ５ に 概 し て 示 す よ う に 、 側 方 開 口 ５ ０ か ら 離 れ て （ 剛 体 の 管 状 体 ４ ８ の 中 空 内
部 に お い て ） 内 側 へ 曲 げ ら れ 、 弁 で あ る 管 状 体 ６ ０ を 連 通 状 態 と さ せ る 。 潜 水 ヘ ル メ ッ ト
３ ６ か ら の 代 替 空 気 は 、 連 通 し た 側 方 開 口 ５ ０ （ 図 ８ ） を 介 し て 口 鼻 マ ス ク ３ ４ に 流 入 し
、 ユ ー ザ ４ ０ に 緊 急 空 気 供 給 経 路 ５ ９ （ 図 ５ ） を 提 供 す る 。 流 入 す る 代 替 空 気 に 起 因 し て
圧 力 が 高 ま っ た 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ３ ６ 内 部 は ま た 、 余 剰 水 排 出 経 路 ４ ９ （ 図 ５ ） の 矢 印 で 概
示 す る よ う に 、 連 通 し た 側 方 開 口 ５ ０ を 介 し て ヘ ル メ ッ ト 水 を 外 部 へ （ 周 囲 の 水 へ ） 排 出
す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る と 、 （ 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ マ ウ ン ト ナ ッ ト ／ 弁 ） 一 体 型 弁 機
構 ７ ０ は 、 概 ね リ ン グ 状 を 呈 す る リ ン グ 状 体 ７ ８ （ 図 １ １ ～ 図 １ ３ ） に 動 作 可 能 に 接 続 さ
れ た 可 撓 性 を 有 す る 弁 ７ ２ を 含 む 。 可 撓 性 を 有 す る 弁 ７ ２ は 、 平 ワ ッ シ ャ 状 体 （ 図 １ １ ～
図 １ ３ ） か ら 立 ち 上 が る 管 状 部 材 ７ ６ を 含 む 。 可 撓 性 を 有 す る 弁 ７ ２ は 、 天 然 ゴ ム お よ び
／ ま た は 合 成 ゴ ム の よ う な 弾 性 材 料 で で き て い る 。 本 発 明 の 一 般 的 原 理 に よ れ ば 、 弾 性 材
料 は 弁 と し て の 使 用 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 リ ン グ 状 体 ７ ８ （ 図 １ １ ～ 図 １ ３ ） は 、 金 属 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 の よ う な 剛 体 材 料 か ら 作
ら れ て い る 。 リ ン グ 状 体 ７ ８ は 、 図 １ １ に 概 し て 示 す よ う に 、 後 方 端 部 ８ ０ が 口 鼻 マ ス ク
７ ９ に 動 作 可 能 に 装 着 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 リ ン グ 状 体 ７ ８ は 更 に 、 前 方 端 部 ８ ２
が 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ８ ７ （ 図 ９ ～ 図 １ １ ） 上 に 適 切 に 構 成 さ れ た 開 口 ８ ５ を 介 し て レ ギ ュ
レ ー タ ハ ウ ジ ン グ ８ ４ （ 図 １ １ ） に 装 着 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 レ ギ ュ レ ー タ ハ ウ ジ
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ン グ ８ ４ は 、 き の こ 弁 ８ ６ （ 図 ９ ～ 図 １ １ ） と 標 準 的 ダ イ ア フ ラ ム ８ ８ （ 図 １ １ ） と を 受
容 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ １ ～ 図 １ ３ を 参 照 し て 概 略 的 に 示 さ れ る よ う に 、 リ ン グ 状 体 ７ ８ は 、 前 方 端 部 ８ ２
に 対 し て 内 側 に 入 っ た 内 側 環 状 リ ッ プ ９ ０ を 備 え て お り 、 そ し て 、 環 状 配 列 さ れ た 複 数 の
内 側 開 口 ９ ２ は 、 内 側 環 状 リ ッ プ ９ ０ と リ ン グ 状 体 ７ ８ の 外 側 管 状 壁 表 面 と の 間 に 配 置 さ
れ て い る 。 内 側 開 口 ９ ２ は 、 緊 急 動 作 お よ び ヘ ル メ ッ ト 水 排 出 動 作 状 態 に お い て 、 代 替 空
気 源 か ら の 空 気 が （ 口 鼻 マ ス ク ７ ９ に よ っ て 覆 わ れ た ） ユ ー ザ の 口 と 鼻 と に 送 達 さ れ 得 る
よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 内 側 環 状 リ ッ プ ９ ０ は 、 図 １ ２ ， 図 １ ３ に 概 し て 示 す よ う に 、 可 撓 性 を 有 す る 弁 ７ ２ の
弾 性 の 管 状 部 材 ７ ６ を 受 容 し 、 確 実 に 保 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 （ 可 撓 性 を 有 す る
弁 ７ ２ の ） 平 ワ ッ シ ャ 状 体 ７ ４ は 、 管 状 部 材 ７ ６ が 内 側 環 状 リ ッ プ ９ ０ に 確 実 に 装 着 さ れ
た と き に 、 内 側 開 口 ９ ２ を 完 全 に 覆 う （ 閉 鎖 す る ） よ う に 構 成 さ れ て い る 。 剛 体 の リ ン グ
状 体 ７ ８ は ま た 、 内 側 開 口 ９ ２ の 底 面 へ の 通 路 を 提 供 す る 環 状 ス ロ ッ ト ７ ７ （ 図 ９ ， 図 １
０ ） を 備 え て い る 。 環 状 ス ロ ッ ト ７ ７ は 、 剛 体 の リ ン グ 状 体 ７ ８ の 後 方 端 部 ８ ０ （ 図 １ １
） に 隣 接 し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 通 常 動 作 状 態 に お い て 、 ユ ー ザ １ ０ ０ は 、 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ １ ０ ２ （ 図 ９ ） を 介 し て 主
空 気 供 給 源 か ら 吸 気 す る 。 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ １ ０ ２ は 、 関 連 す る き の こ 弁 ８ ６ （ 図 ９ ～ 図
１ １ ） を 備 え た レ ギ ュ レ ー タ ハ ウ ジ ン グ ８ ４ （ 図 １ １ ） を 含 む 。 こ の 場 合 、 （ 呼 吸 レ ギ ュ
レ ー タ マ ウ ン ト ナ ッ ト ／ 弁 ） 一 体 型 弁 機 構 ７ ０ の 可 撓 性 を 有 す る 弁 ７ ２ は 、 ユ ー ザ １ ０ ０
か ら 排 気 さ れ る Ｃ Ｏ ２ ガ ス が 口 鼻 マ ス ク ７ ９ か ら 抜 け て 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ８ ７ 内 部 を 汚 染 す
る こ と を 防 止 す る た め に 閉 じ て い る 。 可 撓 性 を 有 す る 弁 ７ ２ は 、 図 １ ２ に 概 し て 示 す よ う
に 、 そ の 平 ワ ッ シ ャ 状 体 ７ ４ が 内 側 開 口 ９ ２ を 覆 っ て （ 閉 鎖 し て ） い る と き 、 閉 弁 状 態 に
あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 排 出 Ｃ Ｏ ２ ガ ス は 、 レ ギ ュ レ ー タ の 排 ガ ス 経 路 １ ０ ４ （ 図 ９ ） を 介 し て 口 鼻 マ ス ク ７ ９
か ら 排 出 さ れ る 。 排 ガ ス 経 路 １ ０ ４ は 、 （ 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ マ ウ ン ト ナ ッ ト ／ 弁 ） 一 体 型
弁 機 構 ７ ０ の リ ン グ 状 体 ７ ８ の 中 空 内 部 と 、 関 連 す る き の こ 弁 ８ ６ と を 通 る 通 路 を 含 む 。
可 撓 性 を 有 す る 弁 ７ ２ が 閉 弁 状 態 に あ る と 、 口 鼻 マ ス ク ７ ９ か ら リ ン グ 状 体 ７ ８ を 通 っ て
通 過 す る 排 出 Ｃ Ｏ ２ ガ ス は 、 そ の 平 ワ ッ シ ャ 状 体 ７ ４ （ 図 １ ２ ） に よ っ て 完 全 に 覆 わ れ る
（ 閉 鎖 さ れ る ） 内 側 開 口 ９ ２ を 介 し て 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ８ ７ 内 部 に 入 る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 緊 急 動 作 お よ び ヘ ル メ ッ ト 水 排 出 動 作 の 場 合 、 ユ ー ザ １ ０ ０ は 代 替 空 気 供 給 源 か ら の 空
気 を 得 る 。 代 替 空 気 は 、 ポ ー ト （ 代 替 源 ） １ ０ ６ （ 図 １ ０ ， 図 １ １ ） を 介 し て 潜 水 ヘ ル メ
ッ ト ８ ７ に 流 入 す る 。 こ れ に 関 連 し て 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ８ ７ 内 部 の 圧 力 が 高 ま る た め に 、 流
入 し た 代 替 空 気 は 弾 性 の 可 撓 性 を 有 す る 弁 ７ ２ を 開 弁 す る 。 詳 し く は 、 図 １ ３ に 概 し て 示
す よ う に 、 平 ワ ッ シ ャ 状 体 ７ ４ が 内 側 開 口 ９ ２ か ら 離 れ る よ う に 屈 曲 さ れ 、 内 側 開 口 ９ ２
が 流 体 の 流 通 に 供 さ れ る 。 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ８ ７ 内 部 か ら の 代 替 空 気 は 、 図 １ ０ に 概 し て 示
す よ う に 、 環 状 ス ロ ッ ト ７ ７ と 連 通 し た 内 側 開 口 ９ ２ と を 介 し て 口 鼻 マ ス ク ７ ９ に 流 入 し
、 緊 急 空 気 供 給 経 路 １ ０ ８ を ユ ー ザ １ ０ ０ に 提 供 す る 。 流 入 す る 代 替 空 気 に よ っ て 圧 力 が
上 昇 し た 潜 水 ヘ ル メ ッ ト ８ ７ 内 部 は ま た 、 余 剰 水 排 出 経 路 １ １ ０ （ 図 １ ０ ） の 矢 印 に よ っ
て 概 示 さ れ る よ う に 、 環 状 ス ロ ッ ト ７ ７ 、 連 通 し た 内 側 開 口 ９ ２ お よ び 、 き の こ 弁 ８ ６ を
介 し て ヘ ル メ ッ ト 水 を 排 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ マ ウ ン ト ナ ッ ト ／ 弁 ） 一 体 型 弁 機 構 ７ ０ （ 図 ９ ～ 図 １ ３ ） は 、 同 様
の 機 能 を 有 す る 一 方 で 、 上 に 概 説 し 図 ３ ～ 図 ８ に 概 示 し た タ イ プ の 弁 機 構 を 構 成 す る の に
必 要 な 構 成 部 品 の 数 を 有 効 に 削 減 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 当 業 者 で あ れ ば 、 様 々 な 実 施 形 態 に お け る 本 発 明 の 弁 機 構 が 、 フ ル フ ェ イ ス マ ス ク 、 Ｓ
Ｃ Ｕ Ｂ Ａ ダ イ ビ ン グ 器 具 等 へ の 使 用 に 適 用 で き る こ と を 容 易 に 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 本 発
明 が 適 用 さ れ る 潜 水 器 具 は 、 空 気 供 給 ホ ー ス を 介 し て 水 面 か ら 供 給 さ れ る 呼 吸 ガ ス を 受 け
る も の で も よ い 。 本 発 明 の 弁 機 構 は 、 本 発 明 の 目 的 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 し な い 限 り 、 他 の
手 段 、 他 の 適 切 な 構 成 部 品 、 他 の 材 料 の い ず れ か 、 あ る い は こ れ ら の 組 み 合 わ せ に よ り 構
成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ こ に 説 明 し た 最 良 の 実 施 形 態 は 、 単 に 本 発 明 の 一 般 的 原 理 の 説 明 で あ る 。 発 明 の 範 囲
内 に お い て 様 々 な 設 計 変 更 が な さ れ て も よ い 。 こ の よ う に 、 限 定 を 意 図 す る こ と な く 例 示
し た こ と に よ り 、 発 明 の 開 示 に 則 っ た 代 替 的 構 成 が 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 図 面 お よ び 明 細
書 は 本 発 明 の 例 示 で あ っ て 限 定 を 意 図 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 更 に 、 全 て の 要 素 は 、 文 脈 に 矛 盾 の な い よ う に 最 も 広 い 意 味 と し て 解 釈 さ れ る べ き で あ
る 。 特 に 、 ” 含 む ” と ” 含 ん で い る ” と い う 語 は 、 包 括 的 な 意 味 で 、 要 素 、 構 成 部 品 、 ま
た は 過 程 と し て 解 釈 さ れ る べ き で あ り 、 関 連 す る 要 素 、 構 成 部 品 、 ま た は 過 程 が 存 在 し 、
ま た は 利 用 さ れ 、 あ る い は 明 示 的 に 言 及 し な い 他 の 要 素 、 構 成 部 品 ま た は 過 程 と 組 み 合 わ
さ れ こ と を 示 し て い る 。 こ の よ う に 本 発 明 は 、 そ の よ う な 実 施 形 態 お よ び バ リ エ ー シ ョ ン
が 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び そ の 均 等 の 範 囲 内 に あ る 限 り 、 全 て の 実 施 形 態 お よ び バ リ エ ー シ
ョ ン を 含 む も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 従 来 の （ 潜 水 ヘ ル メ ッ ト に 使 用 さ れ た ） 口 鼻 マ ス ク の 断 面 概 略 図 で あ り 、 潜 水 ヘ
ル メ ッ ト 内 の 空 気 ／ 排 ガ ス の 経 路 と 潜 水 ヘ ル メ ッ ト か ら 排 除 さ れ る 水 の 経 路 と を 示 し て い
る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 他 の （ 潜 水 ヘ ル メ ッ ト に 使 用 さ れ た ） 口 鼻 マ ス ク の 断 面 概 略 図 で あ り 、 潜
水 ヘ ル メ ッ ト 内 の 空 気 ／ 排 ガ ス の 経 路 と 潜 水 ヘ ル メ ッ ト か ら 排 除 さ れ る 水 の 経 路 と を 示 し
て い る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 最 良 の 実 施 形 態 に よ り 構 成 さ れ た 弁 機 構 を 介 し て 排 ガ ス お よ び ヘ ル メ ッ
ト 水 の 経 路 を 示 し て お り 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト 内 に 配 置 さ れ 、 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ に 動 作 可 能 に
接 続 さ れ た 口 鼻 マ ス ク の 断 面 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 通 常 動 作 状 態 に お け る 図 ３ の 弁 機 構 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 緊 急 動 作 お よ び ヘ ル メ ッ ト 水 排 出 動 作 状 態 に お け る 、 図 ３ の 弁 機 構 の 概 略 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 関 連 す る 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ 要 素 を 備 え た 図 ３ の 弁 機 構 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 閉 弁 状 態 に あ る 図 ６ の 弁 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 部 分 的 に 開 弁 状 態 に あ る 図 ６ の 弁 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ り 構 成 さ れ た （ レ ギ ュ レ ー タ マ ウ ン ト ナ ッ ト ／ 弁 ） 一
体 型 弁 機 構 を 介 し て 、 通 常 動 作 状 態 に お け る 排 ガ ス お よ び ヘ ル メ ッ ト 水 の 経 路 を 示 し て お
り 、 潜 水 ヘ ル メ ッ ト 内 に 配 置 さ れ 、 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 口 鼻 マ ス ク
の 断 面 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 緊 急 動 作 お よ び ヘ ル メ ッ ト 水 排 出 動 作 状 態 に お け る 図 ９ の （ レ ギ ュ レ ー タ マ ウ
ン ト ナ ッ ト ／ 弁 ） 一 体 型 弁 機 構 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 関 連 す る 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ 要 素 を 備 え た 図 ９ の （ レ ギ ュ レ ー タ 装 着 ナ ッ ト ／ 弁
） 一 体 型 弁 機 構 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 閉 弁 状 態 に あ る 図 １ １ の 弁 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 部 分 的 に 開 弁 状 態 に あ る 図 １ １ の 弁 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
３ ４ ， ７ ９ 　 　 口 鼻 マ ス ク
３ ６ ， ８ ７ 　 　 潜 水 ヘ ル メ ッ ト
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３ ８ ， １ ０ ２ 　 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ
４ ０ ， １ ０ ０ 　 ユ ー ザ
４ １ ， ８ ４ 　 　 レ ギ ュ レ ー タ ハ ウ ジ ン グ
４ ２ 　 　 　 　 　 弁 機 構
４ ３ 　 　 　 　 　 主 排 ガ ス 経 路
４ ４ 　 　 　 　 　 き の こ 弁 （ 第 １ の 一 方 向 弁 ）
４ ５ ， ８ ８ 　 　 標 準 的 ダ イ ア フ ラ ム
４ ７ 　 　 　 　 　 き の こ 弁 （ 第 ２ の 一 方 向 弁 ）
４ ８ ， ６ ０ 　 　 管 状 体
４ ９ ， １ １ ０ 　 余 剰 水 排 出 経 路
５ ０ 　 　 　 　 　 側 方 開 口
５ １ 　 　 　 　 　 補 助 排 ガ ス 経 路
５ ６ ， ７ ２ 　 　 可 撓 性 を 有 す る 弁
５ ９ ， １ ０ ８ 　 緊 急 空 気 供 給 経 路
６ ２ 　 　 　 　 　 一 体 型 環 状 フ ラ ン ジ
７ ０ 　 　 　 　 　 （ 呼 吸 レ ギ ュ レ ー タ マ ウ ン ト ナ ッ ト ／ 弁 ） 一 体 型 弁 機 構
７ ４ 　 　 　 　 　 平 ワ ッ シ ャ 状 体
７ ６ 　 　 　 　 　 管 状 部 材
７ ７ 　 　 　 　 　 環 状 ス ロ ッ ト
７ ８ 　 　 　 　 　 リ ン グ 状 体
８ ６ 　 　 　 　 　 き の こ 弁 （ 一 方 向 弁 ）
９ ２ 　 　 　 　 　 内 側 開 口
１ ０ ４ 　 　 　 　 排 ガ ス 経 路
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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